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□サイレンサーキット forステルス枠
施工手順書2024/1

■ 製品及び同梱内容の確認
　● 製品を開梱して、同梱品に間違いがないか確認をお願いします。

部材 数量
キット １式
枠材 １式

上枠固定金物 取付ビス

※ステルス枠用、インセット枠用ともに共通部品です。

吊元側縦枠用タイト材 扉下端用タイト材

上枠材 下枠材造作材

戸先側縦枠・天井用タイト材 床用タイト材

備考 枠
材

キ
ッ
ト
・
邸
別
段
ボ
｜
ル
同
梱
品

1

枠材：

邸別段ボール箱

セット毎に梱包

邸別梱包
ｾｯﾄ毎に

1本 1本

2本 1本

1本 1本

2個 16本

断面形状 断面形状

断面形状

断面形状

断面形状
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1
ステルス枠 インセット枠 共通

ステルス枠 インセット枠【現場切欠き加工あり】

注
意

2
ステルス枠 インセット枠

ステルス枠 インセット枠【現場切欠き加工あり】

注
意

上枠材の取付け

①

②

上枠固定金物を同梱ビスで固定した後、上枠材を上枠固
定金物の内々寸法に合わせてカットする。

上枠固定金物を天井とステルス枠の場合は樹脂見切
り、インセット枠の場合は戸当たりに当てる。

上枠材を固定金物に差し込み、樹脂見切りの外面に合わ
せて固定する。

インセット枠に取り付ける場合、上枠材の両端に切欠き
加工が必要です。

クロスを傷つけないように注意
して上枠材を上枠固定金物に差
し込み、位置を合わせて固定し
てください。

※同梱のビスで固定する際は、
ビス頭が舐めないように必ず下
穴（φ2mm程度、深さ約
5mm）を開けてください。

上枠固定金物を右表の位置に合
わせて固定します。次に、上枠
材をカットします。

※同梱のビスで固定する際は、
ビス頭が舐めないように必ず下
穴（φ2mm程度、深さ約
5mm）を開けてください。

※上枠固定金物及び上枠材を取付ける際は、下穴を開けてからビス止めしてください。
※ビス止めする際は、電動ドライバーでクロスを傷つけないように十分に注意して行ってください。

下枠材の取付け

① 右表の寸法を測定し下枠材を
カットしてください。

枠内寸法に合わせて下枠材をカットする。 巾木内寸法に合わせて下枠材をカットする。

② クロスを傷つけないように注意
して、下枠材を取り付けます。
下枠材の両端から約35mm、中
間部は約350mmピッチ以下の
均等割りで同梱ビスで床にビス
止めしてください。

カットした下枠材をステルス枠の場合は樹脂見切りにあててビスで固定する。
インセット枠の場合は両端に切欠き加工を追加し、戸当たりと面一になるようにビスで固定する。

※下枠材を取付ける際は、下穴を開けてからビス止めしてください。
※ビス止めする際は、電動ドライバーでクロスを傷つけないように十分に注意して行ってください。

2

天井に当てる

樹脂見切りに当て

天井 上枠固定金物の内々寸法

上枠固定金物

天井

ビス ビス

枠内寸法

扉

≒35 ≒35〃 〃

下枠材
樹脂見切り

戸当たりに当てる

天井

巾木内寸法

扉

≒35 ≒35〃 〃

下枠材

８mm 
×

１３～１７mm

加工寸法は実測して

確認してください。

８mm

１８～２２mm

上枠

固定

樹脂見切りの外面 戸当たりと面

加工寸法は実測して

確認してください。

戸当た

切欠き 切欠き
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3
ステルス枠の場合

①

インセット枠場合

注
意

4
ステルス枠の場合

ステルス枠の場合、
クロス仕上げ面の上から
貼り付けます。

インセット枠場合

注
意

戸先側の樹脂見切りを剥がし、
戸先側縦枠用タイト材（フの字
型:天井用と同じ）に貼り付け
てある両面テープの剥離紙を剥
がしてください。
次にタイト材の上端を天井に当
て、⾧手方向は樹脂見切り端部
に合わせて貼り付けてくださ
い。最後に、タイト材を床面に
合わせてカットしてください。

戸先側縦枠用タイト材の取付け

吊元側縦枠用タイト材の取付け

※タイト材の貼付け向きに注意してください。
※タイト材はしっかりと貼り付けてください。タイト材が後から剥がれないように、指で押さえ付けて接着させてください。
※タイト材は継ぎ足し等せずに、一本物で貼付けてください。

3

吊元側縦枠用タイト材（ヘの字
型）に貼り付けてある両面テー
プの剥離紙を剥がしてくださ
い。
タイト材の上端を上ヒンジ受金
物に当て、⾧手方向は樹脂見切
りに当て、縦枠に貼り付けてく
ださい。最後に、タイト材を下
ヒンジ受金物に合わせてカット
してください。

①

タイト材を上図の向きで⾧
手方向はの赤丸部に合わせ

て貼り付ける
上端と下端はヒンジ内に合わせてカット

※樹脂見切りの軟質部は、しっかりと削ぎ落してください。軟質部が残っているとタイト材が上手く貼れず、後で剥がれる恐れがあります。
※タイト材は後から剥がれないように、指で押さえ付けて接着させてください。
※タイト材は継ぎ足し等せずに、一本物で貼付けてください。

樹脂見切りを剥がす。
タイト材を上図の向きで⾧
手方向はの赤丸部に合わせ
て貼り付ける。

上端は天井に当て床面に合わせてカットする。

ここでカット当てる

断面形

断面形状

軟質部

戸先側

樹脂見切り

当てる

吊

元

側

縦

枠

戸当たり

当てる

合わせる

樹脂見切り戸

先

側

縦

枠

当てる
天井

当てる

合わせる

戸

先

側

縦

枠

天井天井

当てる

上下の

タッカー止めも除去

ここでカット

吊

元

側

縦

枠
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5

下
端
戸先側<共通> 吊元側<左：ステルス枠　右：インセット枠>

注
意

6

注
意

4

※タイト材の貼付け向きに注意してください。
※タイト材はしっかりと貼り付けてください。タイト材が後から剥がれないように、指で押さえ付けて接着させてください。
※タイト材は継ぎ足し等せずに、一本物で貼付けてください。

②

※タイト材の貼付け向きに注意してください。
※タイト材はしっかりと貼り付けてください。タイト材が後から剥がれないように、指で押さえ付けて接着させてください。
※タイト材は継ぎ足し等せずに、一本物で貼付けてください。

扉下端用タイト材の取付け
① 【扉下端側取付け】

扉下端用タイト材（L型）に貼り
付けてある両面テープの剥離紙
を剥がしてください。
ヒンジと反対側の扉面に合わせ
て、タイト材をヒンジ受金物の
プレート端部から戸先部まで貼
付けてください。

床用タイト材（D型）の両面
テープの剥離紙を剥がしてくだ
さい。
床用タイト材は樹脂見切り間に
合わせて、下枠材の扉が当たる
面に貼り付けてください。

扉下端用タイト材取付け位置

戸先側:縦枠用タイト材に合わせる。
吊元側:ステルス枠は樹脂見切り、インセット枠は縦枠に当てる。

タイト材貼り付け
位置関係

①

剥離紙を剥がす

天井用タイト材（フの字型:戸
先側縦枠用と同じ）に貼り付け
てある両面テープの剥離紙を剥
がしてください。
タイト材は上枠材の扉が当たる
面の下端に合わせて貼り付けて
ください。

ヒンジと反対側の扉面に合わせて、タイト材をヒンジ
受金物のプレート端部から戸先部まで貼付ける

天井用タイト材・床用タイト材の取付け

タイト材は上枠材の扉が当たる面の下端に合わせて貼り付ける。

ヒンジ

扉下端

断面形状

断面形状

断面形状

タイト材取付け寸法

扉

▽FL

下枠

戸先側
吊元側

下端に合わせる

上枠材

戸先側 吊元側

合わせる


